
  
 

静
岡
教
区 

中
遠
支
部 

立
教
百
八
十
八
年
六
月 

 
 
 
 
 
 

二 

三 

五  

☆ 

ひ 
の 
き 

し 

ん 
 

 

天
理
時
報 

手
配
り
ひ
の
き
し
ん
者
の
皆
さ
ま
へ 

 

お
ぢ
ば
の
声
を
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
大
切
な
ご
用
で
す
。
空
模
様

や
ご
都
合
と
相
談
し
な
が
ら
勇
ん
で
お
つ
と
め
く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
！ 

 

六
月
十
一
日
号 

：
六
月 

六
日
到
着
分 

 
 

手
配
り
で
す 

 

六
月
十
八
日
号 

：
六
月
十
三
日
到
着
分 

 
 

手
配
り
で
す 

 

六
月
二
十
五
日
号
：
六
月
二
十
日
到
着
分 

 
 

手
配
り
で
す 

 

七
月 

二
日
号 

：
休
刊
で
す 

発
送
が
あ
り
ま
せ
ん 

七
月 

九
日
号 

：
七
月 

四
日
到
着
分 

 
 

手
配
り
で
す 

七
月
十
六
日
号 

：
七
月
十
一
日
到
着
分 

 
 

手
配
り
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

☆
同
じ
地
域
に
住
む
教
友
が
集
ま
り
、
清
掃
を
中
心
と
し
た
「
ひ
の
き

し
ん
」
を
お
こ
な
っ
て
、「
陽
気
ぐ
ら
し
」
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と

い
う
活
動
で
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
共
に
ひ
の
き
し
ん
に
励

み
、
街
も
心
も
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

〔
日
時
〕
六
月
二
十
九
日
（
日
）
八
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分 

〔
場
所
〕
御
前
崎
市
浜
岡
福
祉
会
館 

現
地
集
合 

〔
内
容
〕
除
草
ひ
の
き
し
ん 

〔
服
装
〕
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

〔
主
催
〕
一
組
「
よ
ろ
こ
び
の
会
」 

 
 
 
090

-

四
〇
三
二‐

六
七
七
一 

浅
井
宏
心
（
南
城
分
・
一
組
） 

 

「
日
時
」
六
月
十
八
日
（
水
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

雨
天
・
二
十
日 

 
 
 
 

六
月
二
十
八
日
（
土
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
天 

六
月
三
十
日
（
月
） 

「
場
所
」「
エ
コ
パ
」
十
一
駐
車
場 

花
壇 

現
地
集
合 

「
内
容
」
除
草
と
花
柄
摘
み
の
ひ
の
き
し
ん 

「
服
装
」
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

「
主
催
」
掛
川｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

八
五
五
六―

二
九
六
一
萩
田
伊
津
夫（
和
田
岡
分
・
二
組
） 

 

【
日
時
】
六
月
十
二
日
（
木
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

 
 
 
 

六
月
二
十
五
日
（
水
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

【
場
所
】「
エ
コ
パ
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

花
壇 

現
地
集
合 

【
内
容
】
除
草
と
花
柄
摘
み
の
ひ
の
き
し
ん 

【
服
装
】
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

【
主
催
】
磐
田 ｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-
五
一
〇
五―

〇
六
七
二 

鈴
木
孝
幸
（
山
八
分
・
五
組
） 



☆ 

つ  

ど 
 

い 
 

事
情
だ
す
け 

  

事
情
の
も
つ
れ
は
、
家
族
を
は
じ
め
多
く
の
人
を
巻
き
込
み
ま
す
。    

 

複
雑
に
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
、
多
様
化
し
て
い
く
事
情
だ
す
け

は
、
ま
す
ま
す
対
応
が
困
難
に
な
り
、
お
た
す
け
人
は
、
具
体
的
な
手

立
て
が
分
か
ら
ず
悩
む
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
講
座
で
は
、
事
情
の
お
た
す
け
に
役
立
つ
知
識
や
工
夫
を
学

び
、
信
仰
者
と
し
て
当
事
者
や
家
族
の
た
す
か
り
に
つ
い
て
共
に
考
え

ま
す
。 

 

「
期
間
」
六
月
二
十
六
日
（
木
）
～
二
十
七
日
（
金
） 

「
会
場
」
お
ぢ
ば 

 

お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
二
棟
三
階 

「
内
容
」「
ひ
の
き
し
ん
と
は
」「
法
律
知
識
と
お
た
す
け
」「
依
存
症

の
お
た
す
け
現
場
か
ら
」「
修
養
科
で
た
す
か
っ
た
人
た

ち
」「
教
会
家
族
と
共
に
」「
座
談
会
」 

「
対
象
」
よ
う
ぼ
く 

 

「
定
員
」
六
〇
名 

「
受
講
御
供
」
二
，
〇
〇
〇
円 

「
携
行
品
」
筆
記
具 

「
締
切
日
」
六
月
十
五
日
（
日
）
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す 

※
申
込
事
項 

 
 

①
受
講
希
望
講
座
名
②
氏
名
③
住
所
・
郵
便
番
号
④
電
話
番
号 

⑤
申
込
人
数
⑥
直
属
・
所
属 

申
込
方
法 

・E

メ
ー
ル 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

・FAX
 

・
郵
送 

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
事
務
局 

632-8501 

天
理
市
三
島
町
一-

一 

 

☏ 
0743‐

六
三—

二
三
一
四 

 

https://fukyo.tenrikyo.or.jp/h-sc/ 

 
FAX 0743-

六
三―

七
二
六
六 

E

メ
ー
ル h-sc@tenrikyo.jp 

 

☆ 

少 

年 

会 
 

立
教
百
八
十
八
年 

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡 

隊
員
募
集
要
項 

 

〇
趣 

旨 

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静
岡
」
は
、
わ
か
ぎ
で
あ
る
中
学
生

が
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
を
通
し
て
、
お
ぢ
ば
で
の

ひ
の
き
し
ん
を
中
心
に
、
教
区
内
の
同
世
代
の
仲
間
と
の

合
宿
生
活
の
中
で
、
た
す
け
あ
い
を
学
び
交
流
を
深
め
る

静
岡
教
区
独
自
の
練
成
会
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
し
こ
み
・

ふ
せ
こ
み
・
た
の
し
み
」
の
三
つ
の
柱
を
軸
に
、
少
年
ひ

の
き
し
ん
隊
の
「
人
の
た
め 

つ
く
す
よ
ろ
こ
び 

ひ
ろ

げ
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
明
日
の
立
派
な
よ
う
ぼ
く
に
育

つ
素
地
を
作
り
、
道
の
後
継
者
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。 

〇
対 
象 

静
岡
教
区
内
に
在
住
、
あ
る
い
は
教
区
内
教
会
か
ら
推
薦

さ
れ
る
、
健
全
な
小
学
六
年
～
中
学
三
年
生
で
、
団
体
生

活
に
支
障
の
な
い
者
。 

〇
日 

程 

前
半
隊 

七
月
二
十
六
日
（
土
）
～
七
月
三
十
一
日
（
木
） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募
集
人
員
（
四
十
名
） 

（
五
泊
六
日
） 

 
 
 
 
 

後
半
隊 

七
月
三
十
日
（
水
）
～
八
月 

四
日
（
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募
集
人
員
（
四
十
名
） 

（
五
泊
六
日
） 

〇
内 

容 
ひ
の
き
し
ん
、
し
こ
み
行
事
参
加
、
神
殿
案
内
、
教
区
行

事
、
お
た
の
し
み
行
事
、
他
。 

 
 
 
 
 

ひ
の
き
し
ん
は
、
南
右
二
棟
前
お
茶
所
で
の
お
茶
接
待
、

及
び
陽
気
ホ
ー
ル
で
の
ピ
ッ
キ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
誘
導
手

伝
い
、
他
。 

〇
御 

供 

一
人 

五
、
〇
〇
〇
円
（
兄
弟
で
参
加
の
場
合
は
二
人
目

か
ら
二
、
五
〇
〇
円
） 

〇
宿
舎 

 

第
二
母
屋
（
天
理
市
豊
田
町
三
六
ー
一
） 

※
服
装
、
携
行
品
、
注
意
事
項
、
申
込
要
項
な
ど
は
問
合
せ
く
だ
さ
い 

〇
締 

切 

口
頭
連
絡
な
ど
に
よ
る
一
次
締
切
：
六
月
二
十
五
日
（
水
） 

 
 
 
 
 

ま
だ
確
実
で
は
な
い
が
、
参
加
を
希
望
す
る
段
階
で
も
、

そ
の
旨
を
育
成
委
員
に
口
頭
で
結
構
で
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

※
問
合
せ
は 

中
遠
支
部 

少
年
会
育
成
委
員 

 
080‐

四
九
二
七―

一
三
四
二 

埋
田
元
徳
（
久
努
西
分
・
三
組
） 

 ☆ 

学 

生 

会 
 

立
教
百
八
十
八
年 

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部 

 

人
類
の
ふ
る
さ
と
ぢ
ば
に
、
全
国
か
ら
多
く
の
友
が
帰
り

集
い
、
合
宿
生
活
を
通
し
て
絆
を
深
め
、
レ
ク
チ
ャ
ー
や
行

事
の
中
で
陽
気
ぐ
ら
し
の
御
教
え
を
学
ぶ
機
会
で
す
。
あ
な

た
の
人
生
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
に
な
る
で

し
ょ
う
。 

 

「
期
間
」
八
月
九
日
（
土
）
～
八
月
十
三
日
（
水
） 

「
対
象
」
高
等
学
校
に
在
学
し
、
全
期
間
受
講
で
き
る
者
。 

「
人
員
」
八
〇
〇
名
（
男
子
四
〇
〇
名
、
女
子
四
〇
〇
名
） 

「
内
容
」
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
レ
ク
チ
ャ
ー
、
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど 

 
 

 
 

別
席
を
受
け
ら
れ
る
方
は
九
日
午
前
席
を
運
ん

で
く
だ
さ
い 

「
集
合
」
八
月
九
日 

正
午
（
昼
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
） 

 
 

 
 

詰
所
に
て
受
付
票
を
受
け
取
り
、
受
付
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
宿
舎
に
集
合 

「
解
散
」
八
月
十
三
日 

午
後
二
時
頃
（
予
定
） 

「
御
供
」
一
〇
，
〇
〇
〇
円 

詰
所
（
直
属
学
生
担
当
委
員
会
） 

※
受
講
願
書
は
、
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
、
直
属
学
生
担

当
委
員
会
、
各
教
務
支
庁
に
あ
り
ま
す 

参
加
希
望
の
場
合
は
、
早
急
に
直
属
学
生
担
当
委
員
会
に
、

ま
た
、
問
合
せ
は
本
部
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
へ 

☎0
7
4
3
-

六
三―

二
四
八
九 



中
遠
支
部 

ひ
の
き
し
ん
デ
ー
記
録 

 
一
組
（
御
前
崎
市
浜
岡
福
祉
会
館
） 

      

 

二
組
（
掛
川
市
立
第
一
小
学
校
、
原
谷
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
掛

川
苑
、
桜
木
駅
、
エ
コ
パ
十
一
駐
車
場
花
壇
） 

             

 

三
組
（
久
能
城
祉
） 

      

四
組
（
森
町
愛
光
園
） 

    

 

五
組
（
つ
つ
じ
公
園
） 

      

六
組
（
福
田
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

     


